
京
の
、
わ
ら
べ

歌
に
旧
京
都
市

内
の
東
西
の
通

り
の
丸
太
町
（
御
所
南
側
通
）
、
～
九
条
通

（
東
寺
）
ま
で
の
通
の
「
頭
字
」を
歌
に
し
た

「
♪
丸
竹
夷
」が
あ
る
。
昔
は
五
条
迄
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
が
今
は
九
条
迄
。
こ
れ
を

覚
え
て
い
る
と
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
京
の

中
心
部
で
は
迷
子
に
な
ら
な
い
歌
だ
。

（
左
欄
・・市
電
の
通
っ
た
通
は
太
字
・北
大
路
と
今
出
川
は

市
電
の
路
線
が
有
っ
た
が
歌
に
は
入
っ
て
い
な
い
）

東
・西
の
三
方
山
に
囲
ま
れ
、
南
方
向

の
み
平
な
山
城
の
地
に
、
桓
武
天
皇
が
遷

都
（794

）さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
（現
右
京
区
の

あ
た
り
）
秦
氏
、
鴨
川
の
上
流
に
は
賀
茂
氏
,

（
左
京
区
）
が
住
ん
で
い
た
。
「御
所
」そ
の
中
間

に
割
り
込
む
形
、
北
山
を
背
に
、
開
い
た

南
を
正
面
に
し
て
町
が
形
成
さ
れ
た
。

「
御
所
」北
（上
・
（ｶﾐ
）
）尊
い
と
の
意
識
が
千

二
百
年
間
続
い
た
京
都
で
あ
る
。

明
治
に
東
京
に
遷
都
さ
れ
て
も
永
年
の

流
れ
は
直
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
。
地
形
も

北
が
高
く
南
が
低
い
地
形
も
事
も
有
で
か
、

町
の
改
修
等
々
も
北
（
上
）
か
ら
南
（下
）
の

順
序
が
常
識
に
な
っ
て
い
た
。（こ
れ
を
北
尊
南
卑

思
想
と
言
う
人
も
い
た
）

極
最
近
に
な
っ
て
、
京

都
駅
を
中
心
に
し
た
一
帯
（
七
条
通
り
も
）

が
見
直
さ
れ
て
は
き
た
。

さ
て
、
七
条
通
り
の
値
打
ち
。

こ
の
通
り
東
の
「ド
ン
ツ
キ
（突
き
当
り
）
は

智
積
院
、
北
側
は
京
都
国
立
博
物

館
、
南
側
は
、
元
賀
陽
宮
宮
邸
（三
十

三
間
堂
隣
で
現
在
ホ
テ
ル
と
な
り
塀
は
現
存
）
オ
マ
ケ

に
北
側
に
は
京
都
女
子
学
園
に
向

か
う
「お
ん
な

坂
」（通
称
）
は

朝
夕
若
い
女

性
で
満
ち
溢

れ
る
。
こ
の
よ

う
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
世
界
中

の
都
市
に
も
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
戦
火
を
逃
れ
、
明
治
～
昭
和
の
風

情
を
残
し
た
建
物
。
東
西
の
本
願
寺
や
神

社
、
中
央
市
場
、
梅
小
路
水
族
館
が
あ
る
。

来
年
春
に
は
日
本
最
高
設
備
の

「鉄
道
博
物
館
」が
梅
小
路
に
オ
ー

プ
ン
す
る
。
七
条
通
は
、
こ
ん
な

バ
ラ
ェ
テ
ィ
の
豊
か
な
通
り
な
の
だ
。

更
に
妙
法
院
の
境
内
で
平
安
時
代
末

期
の
庭
園
遺
構
で
あ
る
積
翠
園
（し
ゃ
く
す
い
え

ん
）武
田
病
院
跡
地
に
超
高
級
ホ
テ
ル
・フ
ォ
ー

シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
（186

室
）20

15

年
初

旬
開
業
の
予
定
工
事

中
。
来
年
？
に
は
貞
教

小
学
校
の
後
に
京
都
美

術
工
芸
大
学
東
山
キ
ャ

ン
バ
ス
。
崇
仁
小
学
校

跡
に
現
在
は
桂
（洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
）
に
あ
る
京
都
芸

大
が
新
築
移
転
し
て
く
る
。
こ
の
様
な
七

条
通
を
「
値
打
ち
通
り
に
生
か
す
」
こ
と
が
、

私
た
ち
の
責
任
の
様
に
思
う
。
京
都
市
、

当
局
に
、
汚
れ
て
い
る
七
条
大
橋
（
土
木
学

会
重
要
文
化
橋
）
美
化
と
戦
時
金
属
供
出
で

外
さ
れ
た
照
明
灯
を
元
の
姿
に
し
た
い
も

の
だ
。

今
は
殆
ど
言
わ
れ
な
い

が

、

二

，
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今
回
の
講
師
は
「
人
生
、
お
か

げ
さ
ま
で
生
き
て
い
ま
す
」
と
題

し
、
「
何
を
し
て
い
る
と
い
う
の

が
無
い
」
と
謙
遜
さ
れ
る
。
丹
羽

潤
さ
ん
。

と
こ
ろ
が
ろ
が
お
話
を
伺
う

う
ち
に
多
彩
な
活
動
に
た
だ
驚
く

ば
か
り
。
現
在
、
４
７
歳
。
朝
粥

の
会
講
師
史
上
最
年
少
？
の
若
さ

で
聴
衆
を
釘
づ
け
に
。
語
ら
れ
た

の
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
取
組
。
ひ

と
つ
め
は
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
。

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
掛

け
、
話
を
聴
き
、
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ふ
た
つ
め
が
「
メ
ン
タ
ー
」
。
大

学
生
、
社
会
人
８
人
の
若
者
の
支

援
、
助
言
を
し
、
人
を
導
く
こ
と

は
自
分
自
身
も
律
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
。
み
っ
つ

め
は
「
素
人
カ
メ
ラ
マ
ン
」
。
阪

急
電
車
を
撮
る
の
が
い
ち
ば
ん
多

い
そ
う
。

そ
し
て
、
仕
事

に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
語

ら
れ
、
飲
料
メ
ー

カ
ー
勤
務
中
に

阪
神
淡
路
大
震

災
に
遭
遇
、
倒

れ
た
自
販
機
撤
去
で
「
地
震
の
大

き
さ
」
を
実
感
し
、
損
保
会
社
で

は
東
北
大
震
災
に
か
か
わ
り
全
壊

判
定
で
被
災
者
に
寄
り
添
う
会
社

の
姿
勢
に
感
謝
さ
れ
た
と
。
高
麗

人
参
の
会
社
で
は
事
業
立
ち
上
げ

に
腐
心
。
そ
し
て
、
現
在
は
、
顧

客
の
心
を
虜
に
し
て
、
名
古
屋
か

ら
展
開
エ
リ
ア
と
店
舗
数
を
急
拡

大
し
て
い
る
喫
茶
店
チ
ェ
ー
ン
の

経
営
に
参
画
。
だ
れ
か
の
役
に
立
っ

て
い
る
、
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う

の
が
や
り
が
い
で
あ
り
、
人
は
ひ

と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、
だ

れ
か
の
支
え
が
必
要
な
と
き
も
あ

る
と
語
り
、
み
な
さ
ん
も
私
も
そ

れ
ぞ
れ
の
場
面
で
だ
れ
か
の
支
え

を
受
け
て
い
る
と
熱
く
語
る
丹
羽

さ
ん
は
娘
さ
ん
の
よ
き
父
親
で
も

あ
る
、
人
に
対
す
る
あ
た
た
か
い

ま
な
ざ
し
に
あ
ふ
れ
る
男
前
で
あ

り
ま
す
。

サ
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友
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▽
今
号
の

「と
ん
か
ら

り
ん
」P4
「月
三
天
」さ
ん
の
ご
投
稿

を
転
載
し
な
が
ら
我
も
又
、
植
物
達

の
「敵
」だ
と
辛
い
気
分
に
な
っ
た
。

▼
食
物
達
が
子
孫
を
残
す
目
的
で

作
っ
た
た
種
。
そ
し
て
「己
自
身
（
葉
・

茎
・実
）
」も
人
間
も
含
む
動
物
が
食

物
と
し
て
「命
」を
奪
う
の
だ
。

▽
植
物
は
「水
と
土
と
空
気
」が
あ

れ
ば
命
は
つ
な
げ
る
が
、
人
間
（動
物
）

達
は
そ
れ
だ
け
で
は
、
地
球
と
い
う

星
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。

▼
来
月
は
七
夕
。
満
天
の
星
を
眺
め

る
人
も
多
い
。
が
「地
球
」と
そ
っ
く
り

な
「星
」は
今
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と

か
。
地
球
は
奇
跡
の
星
だ
。
▽
そ
の

星
に
「命
」が
出
来
て
「動
植
物
が
発

生
し
、
「食
う
食
わ
れ
る
」連
鎖
の
空

間
で
人
類
は
育
ち
、
膨
大
な
時
間
を

得
て
現
代
人
に
至
っ
て
い
る
。

▼
様
々
経
験
え
て
、
他
の
動
植
物
を

食
（殺
さ
）ざ
る
得
な
い
事
を
認
識
し

食
の
前
後
に
「戴
き
ま
す
ご
馳
走
様
」

と
感
謝
の
言
葉
し
た
。
昔
は
。
▽
知

識
も
高
ま
り
生
産
力
は
上
が
っ
た
。

人
工
の
長
期
保
存
食
物
も
つ
く
れ
る

時
代
に
な
り
同
時
に
「命
を
戴
く
」

と
い
感
覚
が
希
薄
に
な
っ
た
。

▼
感
謝
の
言
葉
は
家
庭
で
使
わ
ず

学
校
給
食
は
食
べ
始
め
合
図
化
。
我

が
フ
ァ
ミ
マ
で
も
「食
品
ロ
ス
」を
捨
て

る
こ
と
が
多
い
。
勿
体
な
い
こ
と
の
極
み

▽
敗
戦
後
70
年
、
前
戦
争
中
の
飢

え
を
知
る
人
は
忘
れ
、
戦
を
知
ら
な

い
人
は
、
今
の
豊
か
さ
が
、
永
遠
に

不
滅
と
思
っ
て
い
る
。
が
油
断
大
敵
。

▼
戦
後
の
出
発
点
の
「ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
」を
知
ら
な
い
お
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
が
日

本
の
ト
ッ
プ
。
原
発
と
戦
争
の
二
重

苦
が
来
そ
う
！
。
重
ね
て
油
断
大
敵
。

ど
ん
つ
き

京
東
西
通
で
の

七
条
の
値
打

1.8ｌ･２０４４円
720・ｍＬ1049円

300ｍＬ・409円
佐々木酒造の現社長は、
俳優の佐々木蔵之介さんの弟さんです。

第3日曜日開催日5月17日（定例:朝9時～）

第124回：朝粥食べておシャベリ会
ご講演・丹羽潤（じゅん）様：報告者高木英智様

鴨川を美しくする会を応援するに
京
都
洛
中
で
蔵
は
二
つ,

そ
の
一
つ

が
上
京
区
佐
酒
々
木
酒
造
さ
ん
。

朝
粥
食
べ
て

お
シ
ャ
ベ
リ
会

恒
例
食
前
お
話
・

丹
羽
潤
様

じ
ゅ
ん

お
題
・
人
生
、
お
か
げ
さ
ま
で

生
き
て
い
ま
す

チ
ョ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ

京
都
市
内
・
佐
々
木
酒
造

（
株
）

同
名
の
お
酒

本
醸
造
（
写
真
）

が
有
り

当
社
で
販
売
中
・

1.8L
2160
720ml
1048
300ml
409

まる：丸太町通り
たけ：竹屋町通り
えびす：夷川通り
に：二条通り
おし：押小路通り
おいけ：御池通り
あね：姉小路通り
さん：三条通り
ろっかく：六角通り
たこ：蛸薬師通り
にしき：錦小路通り
し ：四条通り
あや：綾小路通り
ぶっ：仏光寺通り
たか：高辻通り
まつ：松原通り
まん：万寿寺通り
ごじょう：五条通り
せきだ：雪駄屋町通り
ちゃらちゃら：鍵屋町通
うおのたな：魚の棚通
ろくじょう：六条通り
すぎて、しち：七条通り
はち：八条通り
くじょう：九条。、
とう、の東寺でとどめさす。
♪歌うところは、
頭の「かな部分」

ネ
ッ
ト
で
探
し
写
し
書
き
。
一
部
は
私
の
記
憶
を
優
先
し
て
い
る

ドンツキから西を見る
わが店は坂の下

昔の姿に戻した姿の写真



三
十
年
前

迄
は
「
酒

屋
と
米
屋
さ
ん
は
儲
か
っ
て
宜
し
ぃな
ぁ
」と

良
く
言
わ
れ
た
も
の
だ
。（
厳
し
い
酒
免
許
制

度
で
競
合
が
少
な
く
）
所
が
そ
れ
は
「小
売
り

の
段
階
」の
話
で
、
「酒
卸
」の
業
界
は
別
、

酒
の
醸
造
・ビ
ー
ル
生
産
量
が
増
え
、
食
の

洋
風
化
で
「洋
酒
」の
売
上
げ
が
急
増
し
た
。

「ト
リ
ス
を
飲
ん
で
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
」
時
代
が
来

た
。

当
時
、
京
都
府
内
に
は
「酒
卸
」の
店
が
36

店
有
っ
た
。今
は
全
国
規
模
を
除
け
ば
「卸
」

営
業
だ
け
の
店
は
数
店
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
至
る
間
は
、
猛
烈
な
価
格
競
争
が

起
こ
っ
た
。
そ
の
頃
、
酒
小
売
さ
ん
か
ら
仕

入
れ
価
格
を
「お
父
さ
ん
か
・東
郷
さ
ん
か
」

と
尋
ね
ら
れ
る
。
当
時
は
日
本
酒
な
ど
は

10
本
入
木
箱
。
お
父
さ
ん
は
10
本
に
３
本
の

オ
マ
ケ
。
東
郷
さ
ん
は
５
本
の
オ
マ
ケ
の
符
丁

だ
っ
た
。
小
売
屋
さ
ん
の
段
階
で
は
、
「業

務
用
」を
除
け
ば
、
殆
ど
「値
崩
れ
」は
な
く
、

恐
ら
く
小
売
店
の
利
益
率
は
35%
は
有
っ
た

だ
ろ
う
。
大
儲
け
が
出
来
た
。

そ
の
分
「酒
卸
業
」
は
大
変
。
多
額
の
遣

込
事
件
で
資
金
を
失
っ
た
我
が
店
は
、
倒

産
寸
前
、
仕
入
先
の
支
援
の
出
資
を
得
て

法
人
化
し
、
暫
時
の
休
業
を
挟
ん
で
酒
卸

業
を
続
け
た
。
支
援
は
私
が
、
酒
卸
の
仕

事
に
参
加
す
る
条
件
付
き
だ
っ
た
。

当
時
、
酒
屋
を
継
が
な
い
と
決
め
、
家

を
飛
出
し
、
南
山
城
大
水
害
の
後
の
井
手

町
木
津
川
堤
防
上
の
「小
屋
」に
住
み
、
昼

間
は
支
援
活
動
、
夜
は
政
治
活
動
を
し
て

い
た
。
「ど
う
し
て
も
酒
卸
」を
続
け
た
言
う

い
父
の
気
持
ち
を
受
け
、
活
動
任
務
を
外

し
て
も
ら
い
、
家
に
戻
り
事
に
つ
い
た
。

酒
卸
業
だ
か
ら
酒
小
売
店
を
訪
問
し
て

ご
注
文
を
戴
く
セ
ー
ル
ス
か
ら
始
め
た
。

倒
産
寸
前
だ
っ
た
の
で
、
初
心
に
戻
っ
て

「
法
被
に
前
掛
け
」
の
姿
で
、
東
山
・左
京
区
エ

リ
ア
を
担
当
し
て
セ
ー
ル
ス
訪
問
し
た
。
特

に
近
く
を
重
点
的
に
訪
問
を
し
た
が
、
成

績
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
山
科
や

滋
賀
南
部
に
エリ
ア
を
広
げ
販
売
先
を
増

や
し
何
と
か
売
上
も
安
定
し
た
。

私
は
、
近
く
て
付
き
合
い
が
有
っ
て
も
、
不

安
定
な
先
か
ら
は
「買
う
必
要
が
な
い
」と

思
え
わ
れ
て
当
然
、
判
官
贔
屓
は
商
売
に

は
無
縁
・自
力
も
大
切
だ
と
悟
っ
た
。

新
開
拓
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
情
報
提

供
第
一
。
流
行
は
東
京
大
阪
・京
都
と
流

れ
Ｔ
Ｖ
も
ネ
ッ
ト
も
無
い
時
代
。
業
界
新
聞

等
々
で
「何
が
ど
の
様
に
し
て
売
れ
て
い
る

か
」の
情
報
提
供
。
私
の
月
３
回
の
訪
問
を

お
待
ち
下
さ
る
得
意
先
も
出
来
た
。
人
情

は
ネ
ッ
ト
で
は
「心
」ま
で
は
伝
わ
り
難
い
。

「
「と
ん
か
ら
り
ん
」も
「
集
酉
楽
」も
「ふ
れ

あ
い
」を
深
め
る
気
持
ち
の
表
し
た
心
算
。
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ヨ
シ
ィ
ち
ゃ
ん
の

ひ
と
り
ご
と

商
い
と

人
情
③

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
稲
荷
山
は

「ヒ
メ
シ
ャ
ラ
」の
自
生
地
で
あ
る
。

祇
園
精
舎
の
鐘
の
声

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

沙
羅
双
樹
の
花
の
色

盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
わ
す

奢
れ
る
者
も
久
し
か
ら
ず

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
如
し

猛
き
人
も
つ
い
に
は
滅
び
ぬ

ひ
と
え
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ

御
存
じ
平
家
物
語
の
冒
頭
部
分
、
こ
の

沙
羅
双
樹
は
「ヒ
メ
シ
ャ
ラ
」だ
と
い
う
説

も
あ
る
。

「ヒ
メ
シ
ャ
ラ
」
は
日
本
固
有
の
ツ
バ
キ
科

ナ
ツ
ツ
バ
キ
属
の
落
葉
樹
で
、
神
奈
川
県

を
北
限
と
し
鹿
児
島
県
屋
久
島
に
か
け
て
、

太
平
洋
側
の
標
高
７
０
０
ｍか
ら
千
ｍ
の
高

冷
地
に
自
生
す
る
。

６
月
に
入
る
と
直
径
５
㎝
の
白
い
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
る
。
木
肌
が
サ
ル
ス
ベ
リ
に
似

て
い
る
の
で
よ
く
間
違
う
。

１
日
で
花
を
落
と
す
の
で
、
１
日
花
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
朝
に
咲
き
夜
に
は
落
ち
て

し
ま
う
。
こ
の
は
か
な
さ
が
平
家
一
門
の

「盛
者
必
衰
」を
表
し
て
い
る
と
平
家
物
語

の
作
者
は
考
え
た
と
い
う
。

稲
荷
山
で
は
千
本
鳥
居
を
く
ぐ
り
抜
け
た

奥
社
付
近
か
ら
頂
上
の
一
ノ
峰
に
か
け
て

参
道
沿
い
に
１
０
カ
所
、
約
３
０
本
が
自
生

し
て
い
る
。
梅
雨
の
頃
に
な
る
と
可
愛
い
白

い
花
を
咲
か
せ
、
１
日
に
し
て
落
ち
た
花
が

参
道
の
石
段
に
散
っ
て
い
る
。
多
く
の
観
光

客
は
関
心
も
な
く
踏
み
つ
け
て
い
く
。
私
は

参
道
か
ら
離
れ
て
山
に
入
る
こ
と
は
無
い

の
で
、
参
道
沿
い
の
３
カ
所
く
ら
い
し
か
確

認
し
て
い
な
い
。

近
畿
地
方
で
は
、
奈
良
県
の
大
台
ケ
原
で

散
見
さ
れ
る
程
度
で
、
稲
荷
山
の
よ
う
な

市
街
地
近
く
の
低
い
山
で
は
極
め
て
珍
し
い

と
い
う
。

神
奈
川
県
は
箱
根
山
な
ど
に
多
く
自
生

す
る
こ
の
「ヒ
メ
シ
ャ
ラ
」を
天
然
記
念
物
に

指
定
し
て
大
切
に
保
護
し
て
い
る
。

妙
心
寺
塔
頭
の
庭
の
ナ
ツ
ツ
バ
キ
「シ
ャ
ラ
」

が
沙
羅
双
樹
だ
と
し
て
よ
く
新
聞
紙
上
に

も
載
り
注
目
さ
れ
る
。

残
念
な
が
ら
稲
荷
山
の
「ヒ
メ
シ
ャ
ラ
」は
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
大

切
に
保
護
す
る
方
策
を
ぜ
ひ
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

私
は
以
前
、
箱
根
に
出
か
け
た
際
に
「ヒ

メ
シ
ャ
ラ
」の
群
生
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ

る
が
、
稲
荷
山
の
場
合
は
数
も
少
な
い
。
し

か
し
、
京
都
府
の
条
例
な
ど
で
な
ん
と
か
な

ら
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

稲
荷
山

ぶ
ら
り

散
策
記
⑧

越
智
薫
史

お
う
ち
が

段
々

遠
く
な
る

仮
設
は
い
や
と
自
ら
命
を
絶
っ
た

楢
葉
町
の
老
女
の
死
を
、
テ
レ
ビ
が

伝
え
て
い
た
。
亡
き
母
の
面
影
に
通

じ
る
も
の
が
あ
り
、
涙
を
誘
わ
れ
た
。

同
じ
福
島
だ
が
、
友
人
宅
の
中
学

生
に
放
射
能
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
が
き

た
と
き
、
「
お
母
さ
ん
、
僕
た
ち
実

験
台
な
の
」
と
叫
ん
だ
と
い
う
。

４
年
前
、
そ
の
息
子
さ
ん
は
８
歳
。

３
・
11
の
時
も
、
炊
き
出
し
の
お
か

あ
さ
ん
た
ち
に
ま
じ
り
、
お
に
ぎ
り

を
に
ぎ
っ
て
「
も
っ
と
も
っ
と
助
け

た
い
」
と
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

２
年
前
、
そ
ん
な
郡
山
の
、
某
小
学

校
の
少
年
少
女
と
そ
の
保
護
者
に
阿

闍
梨
餅
を
届
け
、
後
日
、

２
０
数
人
の
歌
で
訪
問
し

た
私
た
ち
合
唱
団
同
窓
会

ほ
か
で
あ
り
、
マ
イ
支
援

組
織
ヤ
マ
ユ
リ
の
会
だ
っ

た
。
一
緒
に
「
ビ
リ
ー
ブ
」
や
「
花

は
咲
く
」
を
歌
っ
た
。

真
っ
白
な
雪
道
に
春
風
が
吹
け
ば
、

春
が
来
て
、
花
が
咲
き
、
果
物
が
実

り
、
お
米
が
と
れ
て
、
学
校
の
四
季

も
め
ぐ
り
、
人
の
暮
ら
し
も
潤
っ
て

い
く
は
ず
だ
っ
た
。

う
つ
く
し
ま
、
福
島

に
、
地
震
、

は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
火
山
帯
の

走
る
、
こ
の
国
に
暮
ら
す
以
上
。
し

か
し
、
４
年
前
の
原
発
事
故
は
違
う
。

全
然
違
う
の
だ
。
性
格
が
、
規
模
が
、

影
響
の
及
ぶ
深
手
が
。

な
の
に
、
原
発
は
や
め
よ
う
と
は

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

戦
争
や
原
発
を
「
商
品
」
と
し
て
売

り
込
み
に
躍
起
に
な
り
、
世
界
に
う
っ

て
で
て
い
る
。

大
自
然
と
共
生
し
て
い
る
普
通
の
人

間
の
暮
ら
し
や
、
願
い
、
恐
れ
、
叫

び
な
ど
、
目
に
入
ら
な
い
国
の
政
治

も
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
速
さ

で
、
「
戦
争
」
と
い
う
目
的
地
へ
急

い
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

「
も
う
か
る
」
戦
争
を
始
め
た
か
っ

た
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
く
の
が
手
っ

取
り
早
い
。
お
金
で
雇
わ
れ
て
い
る

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
日
夜
戦
略
を
練
る
。

ば
く
ち
打
ち
の
ゲ
ー
ム
感
覚
で
提
案

す
る
。
「
オ
ス
プ
レ
イ
を
倍
額
で
買

受
け
な
さ
い
」
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
手

口
で
「
平
和
」
の
た
め
と
百
回
言
え

ば
イ
メ
ー
ジ
が
好
転
し
、
ま
あ
い
い

か
、
お
上
の
言
う
こ
と
に
間
違
い
は

な
か
ろ
う
と
麻
痺
す
る
だ
ろ
う
、
な

ど
と
あ
の
手
こ
の
手
で
昼
夜
を
お
か

ず
、
注
進
に
及
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。

思
う
に
既
に
レ
ー
ル
は
敷
か
れ
、
ボ

タ
ン
を
押
す
の
を
待
つ
だ
け
の
戦
争

状
態
に
入
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
手
に
か
か
っ
て
台
無
し
に
な
ら

ん
よ
う
に
舵
を
き
る
の
は
、
お
と
な

た
ち
の
使
命
だ
と
思
う
。
ず
る
賢
い

人
た
ち
と
は
別
の
各
駅
停
車
で
、
よ

く
よ
く
対
話
し
、
協
力
を
募
っ
て
と

い
う
、
手
間
が
い
る
。
こ
れ
が
民
主

主
義
で
あ
り
、
国
民
主
権
と
い
う
叡

智
で
あ
り
、
憲
法
の
心
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
今
、
歌
う
。
集
ま
る
、
訴

え
る
。
先
の
戦
争
の
痛
恨
の
極
み
、

殺
し
殺
さ
れ
る
戦
争
は
い
ら
な
い
。

６
月
が
来
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
啼

き
、
ユ
リ
が
咲
き
出
し
、
蛍
が
舞
う
。

「
お
う
ち
が
段
々
遠
く
な
る
」
と
寂

し
く
つ
ぶ
や
く
人
た
ち
を
一
人
に
し

て
は
い
け
な
い
。
顔
の
見
え
る
支
援

行
動
の
ひ
と
つ
、
み
ち
の
く
行
き
、

大
人
の
わ
た
し
た
ち
が
、
子

供
た
ち
の
前
で
「
歌
う
」
修

学
旅
行
に
い
っ
て
き
ま
す
千

個
の
阿
闍
梨
餅
を
手
土
産
に
。

石
動
敬
子



「
ぶ
ら
り

東
山
」
の

欄
で
は
有

る
が
下
京

に
入
る
。
市
電
の
走
っ
て
い
た
時
代
は
、

琵
琶
湖
疎
水
、
鴨
川
に
橋
が
有
っ
た
。

疎
水
の
橋
は
、
京
阪
地
下
化
で
消
え
た
。

高
瀬
川
の
七
条
小
橋
は
消
え
た
橋
と
双

子
の
様
に
似
て
い
る
。

そ
の
高
瀬
川
は
、
江
戸
時
代
初
期

（1
611

）
に
角
倉
了
以
・
素
庵
父
子
に

よ
っ
て
、
京
都
の
中
心
部
と
伏
見
を
結

ぶ
た
め
に
物
流
用
に
開
削
さ
れ
た
運
河
。

大
9
年
（1920

）
ま
で
の
約300

年
間

京
都
・
伏
見
間
の
水
運
に
用
い
ら
れ
た
。

現
在
の
高
瀬
川
は
，
昭7(19

32)

年
の

改
修
工
事
で
鴨
川
か
ら
の
取
り
入
れ
口

か
ら
二
条
下
（ｼﾓ

）
ま
で
地
上
か
ら
見

え
な
い
。
更
に
塩
小
路
下
（
南
）
で

鴨

川
で
京
都
側
と
伏
見
側
で
分
断
さ
れ
て

お
り
、
上
流
側
を
高
瀬
川
、
下
流
側
を

東
高
瀬
川
、
新
高
瀬
川
と
区
分
け
ら
れ

た
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
川
に
沿
っ
た

通
り
は
二
条
か
ら
七
条
ま
で
「
木
屋
町

通
」
の
名
前
。
運
河
沿
い
に
薪
炭
や
材

木
を
扱
う
人
が
多
か
っ
た
の
で
そ
の
名

が
付
い
た
の
だ
ら
う
。
森
鴎
外
短
編
の

「
高
瀬
舟
」
に
よ
る
と
「
罪
人
」
を
運

ん
だ
と
も
あ
る
。
川
沿
い
に
桜
が
多
く

春
は
特
に
美
し
い
。

私
が
「
枳
殻
邸
」
の
名
を
知
っ
た
の

は
、
貞
教
尋
常
小
学
校
に
入
学
直
後
。

ジ
フ
テ
リ
ア
に
被
病
、
祖
母
が
府
立
病

院
へ
と
走
る
途
中
、
前
号
で
記
し
た

「
内
浜
」
河
原
町
七
条
上
（
ア
ガ
ル
）
で

長
い
土
塀
塀
が
見
え
此
処
は
何
処
？
と

聞
き
「
枳
殻
邸
や
」
と
言
わ
れ
て
知
っ

た
。
手
術
で
喉
を
切
開
し
助
か
っ
た
。

今
は
殆
ど
な
い
が
、
そ
の
頃
は
死
亡
率

の
高
い
病
気
だ
っ
た
ら
し
く
、
回
復
後

登
校
し
た
ら
、
「
お
前
の
為
に
、
学
校

全
部
消
毒
で
白
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

後
で
病
院
に
同
行
し
た
父
の
叔
母
に
よ

る
と
「
医
者
は
も
う
死
ん
で
い
る
と
言
っ

た
が
、
死
ん
で
て
も
良
い
手
術
は
し
て
！

と
強
引
に
頼
ん
だ
と
言
う
。
多
分
、
祖

父
が
月
桂
冠
の
招
待
旅
行
で
留
守
だ
た

の
で
必
死
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

さ
て
「
枳
殻
邸
」
渉
成
園
（
し
ょ
う
せ
い

え
ん
）
は
、
東
本
願
寺
の
飛
地
境
内
地
。

9
世
紀
末
に
嵯
峨
天

皇
の
第
12
子
・
源

融
が
奥
州
・
塩
釜
の

風
景
を
模
し
て
作
庭

し
た
六
条
河
原
院
が

有
っ
た
場
所

寛
永

18
年
（1

641

年
）、
徳
川
家
光
か
ら
東

本
願
寺
に
寄
進
さ
れ
、
承
応
2
（1653
）

石
川
丈
山
に
よ
っ
て
書
院
式
の
回
遊
庭

園
と
し
て
作
庭
さ
れ
た
。
今
は
「
参
観

協
力
寄
付
金
」
と
し
て
、500

円
以
上

の
懇
志
が
必
要
だ
が
、
以
前
は
庭
へ
は

自
由
に
入
れ
た
し
、
父
が
社
長
を
し
て

い
た
（
株
）
酒
谷
本
店
（
昭
30
年
代
）

の
株
主
総
会
に
借
用
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
何
か
に
つ
け
て
（
女
性
含
む
）
手
配

り
が
良
過
ぎ
る
人
だ
っ
た
。
そ
の
父
を

反
面
教
師
に
し
て
生
き
て
き
た
私
は
あ

る
意
味
で
「
損
」
を
し
た
と
今
頃
は
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
祖
母
は
、
「
損
し

て
徳
を
と
れ
」
と
常
に
言
っ
て
い
た
が

効
き
過
ぎ
た
。
今
更
遅
い
の
で
私
な
り

に
し
よ
う
。
愚
痴
っ
て
御
免
。
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千
本
丸
太
町

を
出
た
丸
太
町

線
の
市
電
は
、

西
へ
向
か
い
ま
す
。
長
か
っ
た
丸
太
町

線
の
市
電
乗
車
も
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
っ

て
来
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
見
え
る
街
並

み
は
、
ビ
ル
な
ど
の
高
い
建
物
は
見
当

た
ら
ず
、
木
造
二
階
建
て
の
民
家
・
商

家
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

丸
太
町
通
は
、
ほ
ぼ
上
京
区
と
中
京

区
を
分
け
る
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
付
近
だ
け
は
、
両
側
と
も
中
京
区
、

つ
ま
り
、
上
京
区
に
中
京
区
が
食
い
込

ん
だ
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
付
近

の
地
名
は
「
聚
楽
廻
」
と
言
い
、
か
つ

て
こ
の
付
近
に
存
在
し
た
聚
楽
第
に
ち

な
ん
だ
地
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
も

な
く
到
着
す
る
停
留
場
が
「
丸
太
町
七

本
松
」
で
す
。
丸
太
町
線
の
千
本
以
西

は
昭
和
三
年
の
開
業
で
、
そ
の
時
に
停

留
場
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
差
す
る
南
北
の
通
り
が
七
本
松
通

で
、
通
り
名
の
由
来
は
、
こ
の
付
近
に

一
株
か
ら
七
本
に
分
か
れ
た
松
が
植
わ
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
本
松
通
は
、

豊
臣
秀
吉
の
市
街
地
改
造
で
、
寺
町
通

と
同
様
に
、
市
中
に
散
在
し
て
い
た
寺

院
を
集
め
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
「
西
の

寺
町
通
」
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
現

在
で
も
、
丸
太
町
通
以
北
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
宗
派
の
寺
院
が
軒
を
連
ね
て
い

ま
す
。

七
本
松
通
は
、
や
や
広
い
道
路
で
、

市
電
時
代
か
ら
、
市
バ
ス
52
号
系
統
が

走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六
年

に
千
本
通
へ
ル
ー
ト
へ
移
設
さ
れ
、
の

ち
に
系
統
そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
々
号
で
ご
紹
介
し
た
智
恵
光

院
通
と
同
様
に
、
市
電
通
り
以
外
の
道

路
に
も
市
バ
ス
が
走
っ
て
い
て
、
市
電

と
と
も
に
稠
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
い
ま
し
た
。

市
電
時
代
、
交
差
点
の
西
北
角
に
は

京
都
市
立
中
央
市
民
病
院
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
十
五
年
、
上
京
公
立
避
病
院

（
伝
染
病
院
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、
当

時
は
東
洋
一
の
伝
染
病
病
院
と
な
り
ま

し
た
。

昭
和
四
十
年
に
、
京
都
市
立
京
都
病

院
と
統
合
さ
れ
、
京
都
市
立
病
院
と

な
り
、
総
合
医
療
病
院
の
姿
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
現
在
の
西
大
路
五

条
東
入
る
に
統
合
・
移
転
さ
れ
ま
す
。

市
民
病
院
の
跡
地
は
、
京
都
市
急

病
診
療
所
と
な
り
、
さ
ら
に
西
隣
は
、

昭
和
五
十
六
年
に
、
京
都
市
中
央
図

書
館
を
併
設
し
た
京
都
市
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
（
京
都
ア
ス
ニ
ー
）

と
な
り
ま
し
た
。
京
都
の
歴
史
・
文
化

に
関
す
る
講
演
会
、
展
示
会
を
開
催
し
、

京
都
の
こ
と
を
学
び
た
い
人
々
に
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

京
都
市
急
病
診
療
所
は
、
Ｊ
Ｒ
二
条
駅

前
の
再
開
発
地
域
に
移
転
、
そ
の
跡
地

は
、
洛
和
会
丸
太
町
病
院
の
建
て
替
え

用
地
と
な
り
、
先
ご
ろ
、
新
築
移
転
し

て
病
院
棟
が
建
ち
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
で
こ
そ
、
病
院
、

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
、
人

の
賑
わ
い
も
見
ら
れ
る
丸
太
町
七
本
松

で
す
が
、
市
電
が
走
っ
て
い
た
当
時
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
も
無
く
、
下
町
的
な
雰

囲
気
の
あ
る
、
ご
く
当
た
り
前
の
停
留

場
で
し
た
。

市
電
が
走
っ

た

京

都
を
巡
る

福
田

静
二

51

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う
ょ
う
と
お
り

七
条
通
④

61

丸太町七本松付近は低い家並みが続いていた

丸太町七本松に着いた市電

高
瀬
川
・

枳
殻
邸

き

こ

く

て

い

写真、「毎日新聞記事」でこの欄
福田静二様のご本紹介の記事です。



バ
イ
ト
の
経
験

と
同
時
に
「
日
曜

会
」
と
い
う
社
研

の
会
参
加
（大
学
一
回
生
時
）
は
前
号
に
記
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
私
を
知
る
小
～
高
の

同
窓
生
は
会
う
と
「
お
前
は
エ
ラ
イ
変

わ
っ
た
」
と
驚
か
れ
る
。
病
弱
で
気
が

弱
い
凄
く
大
人
し
い
子
だ
っ
た
。
晩
年

は
極
く
普
通
の
善
良
な
父
親
に
な
っ
た

が
、
中
年
の
頃
は
女
性
が
絡
む
乱
行
で
、

家
族
は
振
り
回
さ
れ
、
商
売
も
二
度
危

機
に
瀕
し
た
。
が
、
ど
ん
な
時
で
も
、

ビ
ク
と
も
し
な
い
祖
母
の
存
在
が
私
た

ち
を
何
時
も
救
っ
た
。

さ
て
、
東
山
診
療
所
の
下
の
Ｆ
氏
宅

の
「
日
曜
会
」
に
毎
週
参
加
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
高
校
時
代
は
、
毎
晩
の
よ
う

に
友
人
た
ち
と
京
極
辺
り
を
ブ
ラ
ブ
ラ
。

子
供
頃
か
ら
本
さ
え
有
れ
ば
楽
し
く
、

歴
史
系
と
「
プ
ロ
文
」
が
好
き
で
、
帰

り
道
に
蛸
薬
師
に
有
っ
た
「
ミ
レ
ー
書

房
」
に
寄
り
、
復
刊
し
た
「
ア
カ
ハ
タ
」

も
買
い
読
ん
だ
り
し
て
い
た
。

※
「血
の
メ
デ
ー
」翌
年
。
「ミ
レ
ー
」
Ｙ
氏
は
日
曜

会
の
重
鎮
、
Ｔ
氏
も
時
々
参
加
さ
れ
た

私
は
、
父
の
酒
卸
の
仕
事
を
手
伝
い

は
し
て
い
た
が
、
将
来
は
「
家
」
か
ら

離
れ
、
僻
地
の
学
校
で
社
会
科
系
教
師

に
な
ろ
う
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
。

大
学
一
回
生
の
「
破
防
法
反
対
デ
モ
」

に
加
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。
数
回
参
加

し
た
日
曜
会
の
終
了
後
、
夫
々
の
悩
み

事
を
打
ち
明
け
る
場
が
持
た
れ
た
。
そ

の
頃
、
父
が
原
因
で
「
義
理
母
」
と
祖

母
、
父
の
三
者
の
揉
め
事
で
ヘ
キ
ヘ
キ
。

父
と
「
母
」
の
ど
ち
ら
に
も
味
方
出
来

な
い
で
困
っ
て
い
る
悩
み
を
「
日
曜
会
」

の
中
心
的
な
Ｎ
・
Ｆ
さ
ん
に
話
を
し
た
。

Ｆ
さ
ん
は
「
そ
れ
は
お
父
さ
ん
が
封
建

的
な
所
為
だ
。
君
は
お
母
さ
ん
側
に
た
っ

て
お
父
さ
ん
の
封
建
思
想
と
闘
え
」
と

言
わ
れ
た
。
そ
う
だ
な
ぁ
と
一
応
納
得
。

「
母
」
と
共
に
父
の
行
動
を
責
め
た
。

数
週
後
の
日
曜
会
で
Ｆ
氏
に
「
ど
う
だ
っ

た
？
」
と
聞
か
れ
、
成
果
は
な
い
と
答

え
た
。
Ｆ
氏
は
「
人
間
の
思
想
は
そ
う

簡
単
に
変
ら
な
い
が
時
が
経
て
ば
君
の

家
の
方
は
必
ず
良
く
な
る
。
頑
張
り
な

さ
い
。
が
、
日
本
に
は
君
と
同
じ
悩
み

を
持
つ
人
は
五
万
と
居
る
。
私
た
ち
は

日
本
中
の
そ
の
様
な
人
を
救
う
活
動
し

て
い
る
、
君
も
仲
間
に
加
わ
れ
よ
。
と

強
く
誘
わ
れ
た
。
ビ
ッ
ク
リ
！
の
６
月
た
。

夏
の
気

配
が
感
じ

ら
れ
る
季

節
に
な
り

ま
し
た
。

京
都
で
は
蛍
の
た
よ
り
も
届
き
始
め

て
い
る
よ
う
で
す
。
夏
に
な
る
と
夜

空
の
星
が
ま
た
た
き
を
増
し
、
ど
の

季
節
よ
り
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

太
陽
が
西
の
空
に
沈
み
始
め
る
頃
、

真
っ
先
に
目
に
飛
び
込
む
明
る
い
一

番
星
。
一
番
星
の
定
義
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
夏
の
一
番
星
と
言
え
ば
、

こ
と
座
の
ベ
ガ
、
別
名
、
織
姫
星
。

織
姫
と
彦
星
の
「
七
夕
さ
ま
」
の
お

話
に
出
て
く
る
、
あ
の
星
で
す
。
一

年
に
一
度
だ
け
の
再
会
を
許
さ
れ
た

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
切
な

い
七
夕
の
お
話
は
、
小

さ
い
頃
に
誰
も
が
一
度

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
に
も
、

七
夕
の
よ
う
な
一
年
に

一
度
の
約
束
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
一
年
に
一
度
地
元
東
山
に
帰
り
、

地
元
の
た
め
に
ラ
イ
ブ
を
行
う
こ
と

で
す
。
ギ
タ
ー
の
清
水
の
実
家
は
京

阪
七
条
、
ウ
ク
レ
レ
の
前
田
の
実
家

は
東
福
寺
と
、
東
山
は
二
人
に
と
っ

て
地
元
中
の
地
元
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
は
、
二
人
の
成
長
を
幼
少
の
頃
か

ら
見
守
り
続
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
人
の
夢
を
誰
よ
り
も
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
も
、
地
元
地
域
の

方
々
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
対
し
「
何

か
お
返
し
が
で
き
な
い
か
」
と
二
人

が
考
え
た
の
が
、
ラ
イ
ブ
を
通
し
て

成
長
を
報
告
し
、
感
謝
を
表
す
こ
と

で
し
た
。

き
っ
か
け
を
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

サ
カ
タ
ニ
さ
ん
で
し
た
。
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ

ド
が
デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
頃
、
ま
だ

集
客
力
の
な
い
二
人
の
た
め
に
、
地

元
の
方
を
大
勢
集
め
て
ラ
イ
ブ
を
開

催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

二
人
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
励
み
に
な
っ

た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
今
で
は
海
外
で

演
奏
す
る
ま
で
に
な
っ
た
フ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ド
で
す
が
、
こ
う
し
て
活
動
で

き
る
の
も
、
す
べ
て
は
地
元
の
応
援

あ
っ
て
こ
そ
。
そ
う
感
じ
て
い
る
二

人
は
、
七
夕
の
よ
う
に
一
年
に
一
度
、

必
ず
地
元
回
帰
を
す
る
の
で
す
。

翌
年
か
ら
開
催
時
期
を
七
月
に
固

定
し
た
こ
の
地
元
還
元
ラ
イ
ブ
は
、

言
わ
ば
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
の
「
七
夕
」

ラ
イ
ブ
。
地
名
に
ち
な
み
「
七
条
ラ
イ

ブ
」
と
称
さ
れ
、
今
年
で
七
回
目
の

開
催
で
す
。
ト
リ
プ
ル
セ
ブ
ン
の
今

年
は
、
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
に
と
っ
て
幸

運
の
暗
示
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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▽
81
歳
に
な
っ
て

振
り
返
る
と
、
大

波
乱
の
続
き
で
幾
度
も
崖
ふ
ち
に
立

た
ち
ま
し
た
が
「
ド
ン
底
」
に
落
ち
ず

に
き
ま
し
た
。

▼
そ
れ
な
り
の
努
力
は
し
て
、
も
う
ア

カ
ン
か
！
。
覚
悟
を
決
め
た
時
、
何

故
か
「
よ
い
風
」が
来
て
大
事
に
至
ら

ず
に
好
転
し
ま
す
。

▽
幼
い
頃
、
欲
し
く
て
堪
ら
な
い
物

を
買
っ
て
く
れ
な
い
祖
母
に
、
毎
日

毎
日
お
ね
だ
り
を
し
て
、
こ
の
子
は
シ

ツ
コ
イ
子
や
と
諦
め
さ
せ
て
る
手
で

買
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
『
と
ん
か
ら
り
ん
』
は18

9

号
。
16
年
余
に
書
き
続
け
た
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
シ
ツ
コ
ク
て
諦
め
の
悪
い

性
格
で
阿
保
や
な
と
、
思
い
な
が
ら

書
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

▽
最
近
は
ご
投
稿
を
戴
く
方
々
が

増
え
、
記
事
の
内
容
は
豊
富
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
四
月

で
「
読
者
」が
減
少
し
ま
し
た
。
「友
の

会
会
員
さ
ん
が
減
っ
た
の
で
す
。

▼
お
知
り
合
い
の
方
を
「サ
カ
タ
ニ
友

の
会
」に
誘
っ
て
戴
け
ま
せ
ん
か
！
年

会
費
１
２
０
０
円
で
す
が
、
ご
承
知
の

と
お
り
絶
対
に
ご
損
に
は
な
ら
な
い

会
で
す
。
宜
し
く
願
い
し
ま
す
。

▽
お
願
い
！
こ
ん
な
読
み
も
の
で
す

が
偶
に
は
、
ご
感
想
等
の
ご
投
稿
を
！
。

酒
屋
で

生
き
て

生
か

さ

れ

て

定
例
会
議

山
の
植
物
編

月

三

天

「
人
は
、
つ
く
づ
く
完
全
な
も
の
を

嫌
い
ま
す
ね
。
完
璧
な
美
し
さ
は
飽
き

て
し
ま
い
、
便
利
す
ぎ
る
道
具
は
詰
ま

ら
な
く
な
る
。
自
分
た
ち
で
作
っ
て
お

き
な
が
ら
、
使
い
こ
な
せ
な
く
な
る
の

が
オ
チ
な
機
械
製
品
は
ど
ん
ど
ん
廃
棄

し
て
い
く
し
。
そ
こ
に
愛
着
と
い
う
の

が
湧
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
て

し
ま
う
よ
」

山
の
中
、
植
物
た
ち
が
会
議
を
開
い

て
い
る
。
積
み
上
が
っ
て
い
る
機
械
ゴ

ミ
の
上
に
は
新
た
な
生
命
が
芽
吹
い
て

い
る
の
だ
が
、
土
に
返

ら
な
い
金
属
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
や
は
り

違
和
感
が
あ
り
見
苦
し

い
。

「
愛
着
が
湧
く
と
か
以

前
に
競
争
な
ん
で
し
ょ
？
自
分
の
所
の

技
術
が
ど
う
の
こ
う
の
、
こ
れ
は
最
新

の
云
々
か
ん
ぬ
ん
」

遠
く
か
ら
は
雄
大
で
威
厳
あ
る
姿
で

見
え
る
の
だ
が
、
い
ざ
踏
み
込
む
と
、

人
間
た
ち
の
諸
行
に
よ
り
雄
大
さ
よ
り

も
汚
さ
の
方
が
目
立
っ
て
し
ま
う
。

「
実
は
さ
ぁ
、
使
う
目
的
よ
り
作
り
続

け
る
目
的
の
方
が
楽
し
い
ん
だ
よ
、
人

間
は
。
そ
れ
に
気
付
い
て
な
い
か
ら
、

無
駄
な
も
の
や
飽
き
る
も
の
ば
か
り
生

み
出
す
ん
で
し
ょ
」

そ
う
い
う
彼
の
足
下
に
は
、
空
き
缶

が
山
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
て
い
て
、
か

な
り
錆
て
い
る
物
ま
で
あ
る
。
雨
水
を

根
か
ら
吸
う
の
に
躊
躇
し
て
し
ま
う
。

「
ほ
ら
、
ど
こ
の
国
だ
っ
け
、
サ
ク
ラ

ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
が
い
い
例
だ
よ
ね
。
あ

れ
は
ず
っ
と
作
り
続
け
ら
れ
て
る
し
、

と
て
も
古
典
的
な
の
に
人
間
の
興
味
関

心
を
強
く
引
い
て
る
」

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
。
大
型
家
電
も
山
ゴ
ミ
の

定
番
だ
。
よ
く
も
ま
ぁ
辱
め
も
無
く
、

自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
大
地
の
上
に

捨
て
れ
る
な
ぁ
と
思
う
が
、
植
物
視
点

で
は
こ
れ
が
人
間
だ
。

「
ム
リ
ム
リ
！
気
狂
い
の
よ
う
に
捨
て

る
物
し
か
作
れ
な
い
今
の
人
間
に
は
無

理
！
地
球
と
自
然
と
身
分
達
の
関
係
性

に
つ
い
て
一
切
考
え
な
い
ん
だ
も
ん
。

最
重
要
事
項
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
る
状

態
で
、
あ
い
つ
ら
生
き
て
る
ん
だ
ぜ
」

人
間
は
、
い
つ
ま
で
惨
め
で
恥
か
し

い
行
為
を
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
ね
ぇ
、
私
た
ち
結
構
我
慢
し
て
き
た

ん
だ
し
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
人
間
い
な

く
な
ら
せ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

こ
の
よ
う
に
植
物
た
ち
の
声
が
聞
こ

え
た
ら
、
人
間
に
と
っ
て
か
な
り
怖
い

こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
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